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§１．研究開発実施体制  

 

（１）「塚田」グループ（中部大学） 

① 研究開発代表者：塚田 啓道 （中部大学 AI数理データサイエンスセンター、准教授） 

② 研究項目 

・データ駆動型全脳モデル構築に向けたMRIデータの標準化・パイプラインアルゴリズム構築 

・ヒト脳血管 3D 画像データの前処理技術開発 

 

（２）「津田」グループ（中部大学） 

① 主たる共同研究者：津田 一郎 （中部大学創発学術院、教授） 

② 研究項目 

・AI技術を用いたヒト脳血管 3Dデータ解析手法検討 

・細胞分化および代謝システムの動的モデル検討 

 

（３）「小野寺」グループ（新潟大学） 

③ 主たる共同研究者：推進 太郎 （新潟大学脳研究所、教授） 

④ 研究項目 

・遺伝子変異マウス作成および一細胞分析データの取得 

・ヒト疾患脳透明化技術における脳血管の 3Dデータ取得 

 

（4）「山口」グループ（福岡工業大学） 

① 主たる共同研究者：山口 裕 （福岡工業大学情報工学部、助教） 

② 研究項目 

・遺伝子変異マウスデータを用いた RNA-seq解析手法の検討 

・遺伝子変異マウスデータを用いた擬似時間解析手法の検討 

 

§２．研究開発成果の概要  

本研究は脳の老化、構成細胞の老化プロセス、脳内ネットワーク変化に着目し、「脳は動的なロバ

スト性をもった非線形制御機構である」という観点から認知症の発生機序を数理モデル・AI 技術を

用いて理解し、治療につなげることで近未来社会に貢献することを目指しています。 

脳の老化、構成細胞の老化プロセスの特徴を抽出するために、血管性認知症の原因の一つとなる

脳小血管病に着目してデータの取得を開始しました。ミクロ機構に関しては、脳小血管病に

HTRA1 遺伝子関与の可能性を発見し（論文 1）、HTRA1 モデルマウスに関して RNA 単一細胞解

析のデータ取得プロトゴルの開発を進めています。また、ヒト脳組織透明化技術を用いた脳小血管

の 2D 画像取得に成功し、血管 3D 画像データ再構成技術の開発を開始しました。現在老化マー

カー特定に向けてこれらのデータに対して有効な数理・AI 技術の検討を進めています。マクロ機

構に関しては、老化マーカー特定後のミクロ機構とマクロ機構の融合を見据えて、データ駆動型全

脳モデル構築に必要な MRI データ、前処理技術、アトラスの選定を行い、データの標準化を行い

ました。このデータを基に現在構造的MRIと機能的MRIデータ統合した数理モデルの開発を進め
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ています。数理モデルの開発に関しては、細胞分化および代謝システムの動的モデル化に向けて

その根幹となる理論を精査し、論文として発表しました（論文 2）。 
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